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MANUAL6』平成９年、TUKA…TUKA「新町軌道（前・後編）」「双葉軌道」『日本の廃道（ORJ）The Obsolete Road in Japan』第40
































⑺　tuka「新町軌道（前・後編）」『日本の廃道（ORJ）The Obsolete Road in Japan』第40～41号、平成21年８～９月（「バックナンバー
CD 集 vol.1」収録）。
⑻　共栄土地については注（1）前掲書で「非公然性の高い不良債権の受皿会社の臭いもする」として「大正バブル期の山林投資の失敗と
いった不良債権を材木を換価して回収するための受皿会社の可能性」（前掲書、p217）を指摘した。謎解きは注（4）の拙稿参照。
⑼　「夏井川の利水１」（http://www42.tok2.com/home/kaidoweb/2800/nat1.htm）
⑽⒄⒅　秋永芳郎『江戸東京木場の歴史』新人物往来社、昭和50年、p131
⑾　「山上信吉君は同区鶴歩町に斯業を営み屋号を『栗田屋』と称し…国税六百余円を納む」（『大正人名辞典』大正７年、p1544）。
⑿　「ヨコ井の酢」HP（https://yokoi-vinegar.co.jp/company）。
⒀　「中谷保　安全自動車（株）社長、東京木材興業、伴商店各（株）取締役、日本製材所（資）代表、中谷鉄工所主、赤坂、伝馬…」（『現代紳
士録』中央探偵局、昭和３年、p408）。
⒁⒂⒃　「現在此の方面に於て事業をなすものは仙台前田俊一にして、林主たる東京木材興業株式会社と十五ヶ年間継続事業の約定にて立
木を買受け、大正六年より着手しケヤキ及針葉樹全部の伐採搬出をなす」（『栃木県那須郡誌』那須郡教育会、大正13年、千秋社復刻）。
「木ノ俣川の軌道跡に関する考察」（http://forester.at.webry.info/200808/article_11.html）
⒆　同種の絵葉書を与志本合資も発行している。
⒇　宮崎県米良の銀鏡軌道のような周辺権利者共同出資による組合形態もあり得よう。
　赤塚三佐男氏撮影・提供写真をいわき市で撮影された原版を今回ご提供頂いた。なお写真－１は平成26年11月26日市公式 Facebook
投稿『いわき市役所』（www.city.iwaki.lg.jp/www/sp/contents/1455184074136/index.html）で Web 公開中。初荷は「トロッコに太鼓
をのせて打ち鳴らし、ミカンを撤ながら下って」（滝根、p416）いく正月行事であった。
　「川前駅は停滞木炭で山を為し…四里の山道を越え小川郷迄搬出する始末で、運賃は１俵から13銭も取られるので、自然木炭の値も高
騰…平町の木炭商等は大震災を当て込んでドシドシ買入れた木炭が貨車不廻りのために、そのまま倉庫の中に収めて置く」（大正13年２
月『常磐毎日新聞』）状態であった。
　「川前方面は平郡線の開通以来、森林乱伐の弊に陥り、徒らに幼樹年木に至る迄伐採して植林を顧みないため、一帯の木炭生産地は最
早官国有林を除いて全くハゲ山となった処もある」（大正13年10月『常磐毎日新聞』）
　「主要な山林の伐採が終了」（小宅 C、p167）したのに伴い近々の廃止を前提に「取替法」等による簿価でなく、鉄材としてのレール
処分見積価格を計上したものか。
　昭和６年の川前駅発送の木材類1,187t、木炭4,426t、薪10t。（県統計書、p353）
　松永高之助は滝根村長から福島県議当選、「松永氏の如き軽便軌道の布設全く成り向後六ケ年間機筑製炭し得べき薪炭林の蓄積あり、
神俣駅より年産額概算二十萬千六百俵を移出しつつある其約半額は氏の投出に係る…松永高之助商店の製炭製材事業　海岸線原の町に
商舖を構え多年製炭の業にありて躍進の歩を進めつつ来りし松永高之助氏は、磐越東線の開通せられしと共に神俣駅前に商舖を構え、
同地滝根山林実測一千町歩を領得し駅を距る七哩の道程に軽便軌道を敷設し、大仕掛に製炭製材事業を開始」（案内、p59）。「県南に於
ける木炭王と称せられてゐる大木炭商で、相馬郡原ノ町から身を起し…斯界の成功者…立志伝中の人…自分の事業は賢息が引受けてゐ
る…所属政友会、住所田村郡滝根村、職業木炭商、年齢六十七歳」（政治家、p8）
　筆者の質問に対し関係者から「話のわかる者は…死亡してます」（平成29年８月23日付筆者宛私信）とのご返事を頂き、筆者の調査が
遅きに失したことを悟った。
　焼夫・ヤキコのうち外来の「渡り焼き子」は「山に居小屋を作り、女房子供を連れて来て」「本業として、一年中炭を焼いて、生活し
ている人」（いわき、p127）を指す。なお山口の調査した「木橇挽、馬トロ挽」（山口②、p294）と軌道との関係については「馬力、運
搬方ハ馬車人夫ガ請負ヒ居ル制度ニシテ、彼等ハ百姓仕事ノ傍、運搬ニ従事」（拙稿「真正鉄道と虚偽鉄道との混然一体性─世界遺産の
地を走る富士軌道の非公然部分を中心に─」本誌第二号）した富士軌道の事例も参考となろう。
　川内村が訴訟の際に資金を仰いだ「東京池端に住む西岡信剛なる者」（実態、p34）は昭和24年聞書きの際の西岡重好との聞違いかと
推定される。
　沼田吉雄（茨城県多賀郡松原分村大字高萩）は材木商（通史、p633）、鉾田銀行、日本看板塗工各取締役（帝 T15職、p109）。
　『川内村国有林野引戻し運動史』川内村、平成６年、p572。
　石川俊（茨城県多賀郡国分村金沢）は慶応３年生、現常陸太田市出身、小学校教員を経て石川家に婿入り、材木商（通史、p633）。
　「軽便軌道布設敷地貸付ノ件。丸三会社ニ於テ川内山製材搬出ノ為メ、本村地内ニ軽便軌道布設ニ対シ、敷地貸付ノ儀五十石岩吉ヨリ
申出ニ付、大字有字袖山川原地内（及字センペイ共有地）ハ無料貸付スルモノトス。軌道布設ニ対シ大字ノ公利公益ヲ害スルコトナキ
ヲ期センガ為メ委員ヲ挙ゲ、已ニ軌道布設アル各地ノ視察ヲ遂ケ、猶大字下小塙山田岡ヘ交渉シ、一致ノ方針ヲ以テ会社ヘ交渉スルモ
ノトス。大正三年四月二十七日区長蛭田公」『自大正三年至昭和三十四年　議事録綴』（楢葉資、p949）
　余目永綱（旭川市三条）は双葉軌道代表取締役のほか、大正９年５月自宅に設立した「鉱石土砂採掘販売」の北日本工業代表取締役、
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民営森林鉄道におけるビジネス・デザインとコミュニティ・デザインの相克
「製材業、下駄棒、建築請負」の（株）田中木工場（旭川市一条通）監査役を兼ねた。（帝 T15職、p206）
　『角川日本地名大辞典』昭和56年、p1192。伐採のため山林労働者が川内村に移住、彼らを対象とする商家も増え、「丸三時代」
と称される村の繁栄が出現し、昭和２年村有林の利益増大で全国にも希な村税廃止を行い「無税　川内村」の名が広く知られた。
　大正15年３月30日『官報　第四〇七七号』、p798。「双葉軌道株式会社　下谷区池之端七軒町二三設立　大正十四年十二月　総株数八
千株 資本金（払込済）160,000代　西岡重好、締　滝上若市郎、菅波甚之助（双葉郡、新町軌道10株主）、西岡政男、中野甲蔵、監　和
田松蔵、松木正、弘田知巳」（帝 S11、p330）。取締役の西岡政男（福島県石城郡鮫川村）は植田駅前の「木炭木材商」（案内、p49）、中
野商事代表取締役、常磐林業取締役（帝 T15職、p16）で、西岡重好の「養子政男（明治二四・一）西岡製材所勤務」（衆ニ、p12）。監
査役の弘田知巳も西岡重好の四女の夫で「母の甥」（衆ニ、p12）。
　『川内村郷土誌』川内村教育委員会、昭和60年、p15。
　同様な詐欺的私鉄の実例は拙稿「遊覧鉄道発起の虚構性─八幡電気軌道の観光社会学的考察」『彦根論叢』第410号、平成28年12月参照。
　本田恒虎は額田村生まれ、東京帝大法科卒業後検事となり、東京市疑獄事件等に関与。また「五名」（乙）の内の沼田平治も吉田文三
の在朝時の知人である「当時在朝の名士進歩党の沼田弁護士」（案内、p45）であるが、丸三組共同出資者・沼田吉雄（高萩）との関係
は未詳。
　中野甲蔵（平町）は「石城郡実業界の重鎮…磐城銀行の行員から一躍して磐越銀行を創立し、これが頭取として活動し、其の他各方
面の事業に関係…親分肌の所有り」（黒沢常葉『石城郡郷土大観』、p198）と評された。中野商事の持主か？
　斎藤伊知郎『懐郷無限 いわきの歴史』昭和53年、p206。西岡は長らく取締役を兼ね、一時期頭取（帝 T15職、p76）にも就任した。
　『安田倉庫七十五年史』平成６年、p31、由井常彦『安田財閥』昭和61年、p340。
　三瓶於兎吉（下川内字熊ノ坪、明治９年12月生れ）13代川内村長は新町軌道を推進した佐久間直衛11代川内村長の次々代村長として
村政百年の計として植林運動を開始した人物で新町軌道２株主。
　『帝国銀行会社要録25版』昭和12年に記載ない。同様に『銀行会社要録40版』昭和11年に「双葉軌道株式会社下谷区池ノ端七軒二三資
本金（払込済）…160,000」（東京、p251）とあり、翌41版昭和12年の総索引に「東京、p268」とあるが本文に記載ない。11年８月下旬『帝
国銀行会社要録24版』編集時には存在したが、12年４月20日『銀行会社要録41版』締切寸前に本文から削除すべき事態が生じたか。
　筆者は平成29年６月７日東京法務局台東出張所に双葉軌道閉鎖登記簿謄本交付を申請したが、登記官から「記載のもの見当たりませ
ん」との返答を得た。簿冊保存期間満了による廃棄、あるいは他管内へ転出、改称等の理由により同出張所保管の索引に双葉軌道の名
がない由。なお福島県統計書記載の商業会社にも双葉軌道の名がなく福島県への転出もなしか。
　T10.2, 11『福島民報』、通史、p638所収。
　藤田虎三郎は田村郡小野新町、夏井軌道発起人、新町軌道取締役（要 T11、役下、p6）150株主（十回、p10）。なお昭和24年調査で
上岡村の同名者は2.3町の山林所有者（実態、p32）。
　「東北電化より収受する賃貸料により寝食ひ」（秘史、p26）で「繁栄を誇った」（秘史、p27）郡山電炉工業は豪快に「他会社の株式
所有」（秘史、p27）を行い、新町軌道の30％1,503株の筆頭株主となった。
　元川内村議・新妻一浩氏（76歳）談、平成29年８月28日15時聴取。
　佐久間直衛は村長退任後の13年10月31日監査役辞任。
　内部資料にも「大正十年十二月創立」（商事）とあり、大正10年12月18日設立（小野、p684）説も有力。おそらく川内村の（現物？）
出資を商法上の制約から設立時としたい思惑からの操作か。
　渡辺博之（上川内字中島）は双葉産馬組合幹部として「早くから川内のリーダー」（通史、p682）格、佐久間直衛村長の下で助役、
村議を経て昭和10～14年16代川内村長。
　新妻安助（上川内字瀬耳上）は大正14年より村議、「初代議長でもあり村政の大ベテラン」（通史、p998）、昭和30～34年22代川内村長。
　大正12年６月「新町軌道株式会社線路一覧図」『第三回事業報告書　新町軌道株式会社』添付（小野、p687所収）。【　】内は５万分
の１地形図の地名。
　沿道人口は特許申請時（新町）。なお大正15年９月特許申請時の第一期線13哩70鎖は小野新町～小安川で、第二期線６哩50鎖は小安川
～牛淵であったが、「川内に向かう軌道敷の工事は進まず」（通史、p639）未完成に終った。第一期線終点の小（＝子）安川は綱木の北
西約１哩の大根森停留所（川内村大字上川内字大根森70番地）と同一と推測される製材所も置かれた集落で、陸測５万「川前」（昭和８
年要部修正）でも「林用馬車軌道」と付記された「小鉄道　一軌」の記号が子安川橋の手前で途切れており、ここで河川上の舟・筏に
積替えたことがうかがえる。（第二期線終点の原文の牛淵を県で中淵と誤読か。）
　いかなる規則での許可かは未詳。例えば大宮製材所属の木材運搬専用軌道の場合は静岡県知事が「大正十年八月十五日及大正十三年
六月六日〈静岡〉県土木工事取締規則ニ依リ木材運搬専用軌道トシテ許可」（昭和13年８月９日付静岡県知事「回答」『鉄道省文書　富
士軌道　巻二』）された。
　但し小野、p686では新町～川内村上川内間27.3km が竣工と不一致。
　座談会での川内村猪狩弥助役の新町軌道への便乗を意味する「馬ドロに乗ったのは、わしが最後」（『川内村史第一巻通史篇付録』平
成４年３月、p12）との証言。なお新町軌道廃止後も橋本捨五郎氏によれば福島県の玉ノ井、浪江各森林鉄道と共に、新町軌道に該当
する「双葉郡川内村新田～田村郡小野町（国鉄磐越東線小野新町駅）…間に第二次世界大戦後もしばらく〈馬車鉄道が〉運行されてい
たが、私鉄としての記録はない。これは、伐採された材木運搬用、つまり森林鉄道として利用されていたためと思われる。というものの、
住民の利便を計るため、帰り（上り）の空車には勿論、荷物の少ない時は行き（下り）の時でも人を乗せていた」（「最後の馬車鉄道」『馬
車鉄道こぼれ話５』www//https://plaza.rakuten.co.jp/qiriya/diary/?Page Id=1&ctgy=33）との通説をくつがえす未確認情報もある。
　田中逸太郎（東京府荏原郡）は330株主、池田工業取締役、後に新町商事発起人総代。
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第３号
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　昭和６年の小野新町駅発送の木材類は4,754t、木炭4,699t、薪1,153t であった。（県統計書、p353）
　大山秀雄・壷田修『鉄道監督法規論』春秋社、昭和10年、巻末付録第34表。
　昭和11年２月27日『官報』第2744号、p715。
　矢大臣山北麓の狭隘区間の線路付替は「地形ノ関係上施行困難…道路ヨリ甚タシク遠サカリ為ニ最モ出荷多キ区間…貨物ハ軌道ヲ利
用スルヲ得ス、木材ノ如キハ絶対ニ搬出ノ途ナキニ至リ」（「伸長願」、新町）と国有林が多い地区での林鉄作業軌道の機能を有した。
　座談会で猪狩寿氏は「馬ドロ」の運搬に関して「割山という所が休憩所になって…浜のほうから入って、割山の方から帰る。川内では、
割山で荷物をあげる」（前掲付録、p12）と馬方が上下二隊に分れ割山で物資を中継したと証言する。
　松永高之助や西田屋クラスの「元締め」の「下に下請け生産者ともいうべきシダシ（仕出し）」がいて「賃焼きの『焼き子』は、この
仕出しと炭を取り引きした」（滝根、p368）という重層構造であった。
　「やり手」の材木商・佐藤ショウスケの屋号、瀬耳上に道路開削を記念する碑がある由（未見）で、当該区間の木材搬出にも関わった
人物か。類似名に石神村の請負業・七浦貞助や滝根の松永商店の大正期幹部佐藤象之助（人物誌、p57）あるも異同未詳。
　武田恭作は藤田鹿三郎の女婿、東京帝大を卒業、小坂鉱山所長となり、38年独立して武田鉱業本店を創設、椿、加納、吉乃の諸鉱山
や増田水力電気を経営した。（風土記、p350、人名、p688）。大日本鉱業は大正11年現在筆頭株主の浅野総一郎が10万株中の52,156株を
占め、吉乃、八盛、木友等の鉱山を所有していた。（要 T11、p138）
　山梨県当局の営利主義的皆伐方針に『奥秩父』著者原全教が批判。
　エクイティキッカー（Equity Kicker）とは「貸し手が事業遂行に伴う利益の一部を享受する金融的な仕組み」（『ケンブリッジビジネ
ス英語辞典』ケンブリッジ大学出版　https://dictionary.cambridge.org/dictionary/english/）をいう。回収可能性が低い投資案件の売
行を改善するため、投資家も持分所有価値増価に参加できるオプションを投資家誘因の甘味料として添付することで、通常利息以上の
ハイ・リターンを得られるよう仕組むもの。通常の貸付と比べ回収可能性は低いが、期待利回りは高くなる。
　阿武隈高地にハイリスク志向の山林資本家集団の介入ありとせば、同地域に数多く点在する木製レールを含む簡易な軌道群の摩訶不
思議なる存立基盤をある程度まで説明できるのではなかろうか。
　軌道法上の軌道であれば陸測５万にも記され、県統計書等にも軌道の概要等が載りほぼ判明するが、県所管の専用軌道は県統計書に
も登場せず、正体の判じ難い謎のレールとなる。陸地測量部として情報の一括入手容易な官設森林鉄道が作業軌道等を除き原則記載さ
れるのに対し、情報の乏しい民設の能登谷製材所専用軌道（注４）の拙稿参照）が野辺地（大正３年測量、14年鉄道補入）に記される
のは例外的かもしれない。
　常葉軌道は資金難で工事業者に融通を乞い、敷設中の軌条・枕木を売渡した結果、昭和６年末完成目前に軌条・枕木を欠き開業出来ず、
昭和７年７月営業開始の見込なく解散（『内務省文書　福島　常葉軌道一』大正12年）、昭和８年７月１日「軌道起業廃止ノ件…許可セ
リ（鉄道省、内務省）」（昭和８年７月５日『官報』第1952号、p105。
　大正期の民間製材所の内部資料「軌道運材原簿」等が林業家古文書として現存する「永田神童子山製材所軌道」のような希有な事例
が当地でも発見され、解明が進展することを祈りたい。
　証言者の住居、年齢、職歴等の個人情報保護に鑑み、個々の氏名は同意を得た場合を除き、以下にご尊名のみ列記させて頂いた。新
妻一浩、坪井清次、新妻蔵稔、猪狩安久、猪狩一夫、宗像リツ子、中野貞元の各位（敬称略）
